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青森集会に駆けつけた田名部候補

八戸のスタンディングで発言する中道議長

９条の会で講演する渡辺治名誉教授

5/19集会のパレード

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

第２７回憲法と民主主義を考える弘前市民集会

＝
お
知
ら
せ
＝

野
党
共
闘
で
戦
争
法
廃
止

安 
倍 

内 

閣 

退 

陣

映
画
監
督
の
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー

ア
氏
は
、「
米
国
は
あ
ま
り
に
も

他
国
を
侵
略
し
す
ぎ
だ
」と
語
っ

て
い
る
。
そ
の
一
番
の
同
盟
国

は
日
本
。
そ
の
日
本
が
「
安
保

法
制
（
戦
争
法
）」
を
憲
法
学
者

を
含
め
た
圧
倒
的
国
民
の
声
を

聞
か
ず
、
数
の
力
で
成
立
さ
せ

た
の
が
昨
年
９
月
19
日
。
い
ま

毎
月
19
日
は
戦
争
法
廃
止
を
訴

え
て
全
国
各
地
で
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い

る
。
▼
防
衛
省
が
11
月
か
ら
陸

上
自
衛
隊
第
５
普
通
科
連
隊（
青

森
市
）
を
中
心
と
す
る
部
隊
に

武
器
使
用
基
準
を
緩
和
し
て
派

遣
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
と
報

道
さ
れ
た
。
武
装
集
団
に
襲
わ

れ
た
場
所
に
自
衛
隊
員
が
向
か

う
「
駆
け
付
け
警
護
」
と
い
う

新
任
務
。正
に
ド
ン
パ
チ
を
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
駆
け
つ
け
る

訳
だ
か
ら
戦
闘
行
為
そ
の
も
の

で
あ
る
。
殺
し
殺
さ
れ
る
が
現

実
問
題
と
な
る
。
▼
集
団
的
自

衛
権
そ
も
そ
も
が
、
日
本
が
攻

撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も
同
盟
国

の
他
国
が
攻
撃
さ
れ
た
時
に
反

撃
す
る
も
の
で
、
相
手
国
か
ら

す
れ
ば
日
本
の
宣
戦
布
告
で
あ

り
、
逆
に
反
撃
さ
れ
る
こ
と
は

必
至
で
あ
る
。
71
年
間
守
り
通

し
た
戦
争
へ
の
道
回
避
、
不
戦

の
誓
い
の
憲
法
９
条
が
た
っ
た

１
内
閣
で
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
る
。

し
か
も
青
森
か
ら
派
遣
さ
れ
る

自
衛
隊
に
よ
っ
て
。
ど
ん
な
戦

争
で
も
戦
争
だ
け
は
認
め
ら
れ

な
い
し
、
正
義
の
戦
争
な
ど
あ

り
得
る
訳
が
な
い
。
く
し
く
も

参
院
選
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。

市
民
連
合
か
ら
求
め
ら
れ
て
野

党
が
統
一
し
た
。　
　
　
　
（
今
）

憲法記念日

戦
争
法

廃
止

 

青
森
集
会

2000万署名で憲法守ろう！
東北9条の会交流会 ̶ 青森

　

憲
法
記
念
日
の
行
動
が
全
国

で
100
カ
所
以
上
で
展
開
さ
れ
、

憲
法
改
悪
反
対
、
戦
争
法
廃
止
、

　
５
月
14

日
、
青
森

市
文
化
会

館
で
第
６

回
９
条
の

会
東
北
交

流
会
が
開

催
さ
れ
、

東
北
６
県

か
ら
270
名

が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
東
北

集
会
は
宮

城
県
か
ら

は
じ
ま
り

各
県
持
ち

回
り
で
、

本
県
は
初

め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

金
澤
茂
青
森
県
９
条
の
会
共
同

代
表
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
東
北
市
長
村
長
９
条
の

会
の
会
員
で
も
あ
る
鹿
内
博
青

森
市
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

民
主
主
義
・
立
憲
主
義
回
復
、

安
倍
内
閣
退
陣
を
求
め
る
声
が

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。
中
央
集

会
に
は
昨
年
の
３
万
人
を
大
き

く
上
回
る
５
万
人
が
結
集
、
民

進
党
・
共
産
党
・
社
民
党
・
生

活
の
党
の
党
首
が
参
加
、
野
党

共
闘
で
参
院
選
で
勝
利
し
安
倍

内
閣
打
倒
を
確
認
し
ま
ま
し
た
。

　

青
森
市
で
は
駅
前
公
園
で
、

県
９
条
の
会
や
憲
法
ネ
ッ
ト
・

県
労
連
・
各
政
党
な
ど
の
12
団

体
主
催
の
「
憲
法
記
念
日
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地

か
ら
365
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
が
終
了
し
た
直
後
に
八
戸

か
ら
駆
け
付
け
た
野
党
統
一
候

補
の
田
名
部
匡
代
さ
ん
が
参
院

選
挙
勝
利
の
決
意
を
述
べ
大
き

な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
八
戸

し
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
っ
て
、
渡
辺
治

一
橋
大
学
名
誉
教
授
が
、
「
戦

争
法
廃
止
、
憲
法
の
生
き
る
日

本
を
つ
く
る
た
め
に
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
県
か
ら
活
動
の

報
告
に
移
り
、
本
県
か
ら
県
９

条
の
会
の
谷
崎
共
同
代
表
と
西

北
五
９
条
の
会
の
佐
々
木
事
務

局
長
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
谷
崎
共
同
代
表
は
、
９
月

の
県
民
大
集
会
（
１
４
０
０

人
）
、
憲
法
講
演
会
の
開
催

（
講
師
―
渡
辺
治
・
小
森
陽

一
）
、
「
戦
争
法
廃
止
を
求
め

る
青
森
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
結
成
、
参
院
選
で
の
野
党
統

一
候
補
の
擁
立
、
２
千
万
署
名

の
取
り
組
み
を
報
告
、
佐
々
木

事
務
局
長
は
毎
月
６
千
部
の
会

報
の
発
行
、
毎
月
１
回
の
例
会

と
街
頭
宣
伝
、
60
枚
の
立
て
看

板
の
設
置
、
２
千
万
署
名
、
戦

争
体
験
文
集
の
発
行
な
ど
多
彩

な
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。
最

後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

終
了
し
ま
し
た
。

　
戦
争
法
が
施
行
さ
れ
て
８
カ

月
が
経
過
し
た
５
月
19
日
、
青

森
駅
前
公
園
で
「
戦
争
法
廃

止
！
青
森
集
会
」
が
開
催
さ
れ

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

集
会
は
、
県
９
条
の
会
・
青
森

市
９
条
の
会
連
絡
セ
ン
タ
ー
・

憲
法
ネ
ッ
ト
・
青
森
市
ペ
ン
ク

ラ
ブ
・
県
労
連
・
共
産
党
・
社

民
党
な
ど
12
団
体
の
主
催
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
金
澤
茂

県
９
条
の
会
の
共
同
代
表
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
共
産
党
と
９

条
連
の
代
表
が
活
動
を
報
告
し

ま
し
た
。
「
ピ
ー
ス
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
」
代
表
の
山
下
さ
ん
が
、

青
森
空
襲
体
験
を
取
り
上
げ
た

紙
芝
居
を
披
露
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
繁
華
街
を
パ
レ
ー

ド
、
「
戦
争
法
は
今
す
ぐ
廃

止
」
「
誰
の
こ
ど
も
も
殺
さ
せ

な
い
」
「
野
党
は
共
闘
」
「
み

ん
な
の
力
で
政
治
を
変
え
よ

う
」
「
９
条
を
守
ろ
う
」
「
憲

法
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
」
な
ど

と
唱
和
、
市
民
に
訴
え
ま
し

た
。

●
年
金
裁
判
第
１
回
口
頭
弁
論

と
き　

６
月
17
日
（
金
）
14
時

と
こ
ろ　

青
森
地
方
裁
判
所

　

傍
聴
の
抽
選
が
あ
り
ま
す
の

で
13
時
半
ま
で
集
合
。
終
了
後

報
告
会
を
県
教
育
会
館
で
開

催
。

●
最
賃
座
り
込
み

と
き　

７
月
11
日
（
月
）
10
時

〜
15
時
５
分
ま
で

と
こ
ろ　

駅
前
公
園

参
加
目
標　

50
名

●
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

と
き　

７
月
17
日（
日
）11
時
半

と
こ
ろ　

大
間
町
原
発
隣
接
地

　

青
森
市
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
３

台
、
弘
前
市
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

２
台
、
西
北
五
地
区
は
バ
ス
１

台
を
用
意
。

市
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
、

弘
前
市
で
「
憲
法
と
民
主
主
義

を
考
え
る
５
・
３
市
民
集
会
」

の
開
催
、
十
和
田
市
で
憲
法
集

会
の
開
催
な
ど
県
内
４
カ
所
で

行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
消
費
税
増
税
を

２
年
半
延
長
を
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
破
綻
は
明
ら
か
で
す
。
参
院

選
勝
利
で
安
倍
内
閣
を
退
陣
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
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解雇の金銭解決＝解雇自由

青
森
生
存
権
裁
判
を

　
　
支
援
す
る
会
解
散

県知事への要請書を手交する奥村議長

５
月
病
な
ど
と

言
っ
て
い
る
間
も
な
く
あ
わ
た

だ
し
く
新
年
度
の
業
務
を
こ
な

し
て
い
ま
す
。
体
調
管
理
が
最

重
要
の
年
ご
ろ
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
年
の
春
は
気
候
不

安
定
で
す
ね
。（
今
晴
美
・
ひ

だ
ま
り
）

﹁
シ
ン
﹂
の
時
点
で

「
シ
ン
ネ
ン
ド
」
と
思
い
き
や

違
い
、「
シ
ン
キ
ロ
ク
」
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
こ
う
い
う
展
開

か
と
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
で
し
た
。（
下
山

智
裕
・
弘
大
職
組
）

タ
ク
シ
�
会
社

に
勤
め
て
い
る
が
、
今
ま
で
完

全
歩
合
制
で
あ
っ
た
が
、
組
合

の
頑
張
り
で
最
低
賃
金
の
給
料

に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
。（
阿

部
芳
貴
・
ひ
ま
わ
り
）

山
菜
シ
�
ズ
ン
到
来
！

先
日
は
コ
ゴ
ミ
を
ど
っ
さ
り
！

労
働
局
等
へ
の
要
請
行
動
等
を

行
い
ま
し
た
。
青
森
行
動
は
24

日
（
火
）
に
行
わ
れ
、
い
わ
て

労
連
と
秋
田
県
労
連
が
応
援
に

入
り
、
労
働
局
長
と
県
知
事
へ

の
要
請
を
行
い
、
政
労
使
合
意

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
、
全
労
連
東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
の
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
22
日

（
日
）
に
北
海
道
で
出
発
集
会

を
開
催
し
、
北
海
道
・
東
北
の

ご
近
所
に
配
り
ま
し
た
。
次
は

ク
レ
ソ
ン
、
タ
ラ
ッ
ポ
、
ミ
ズ
、

ワ
ラ
ビ
、
フ
キ
と
休
む
暇
が
あ

り
ま
せ
ん
！
？
（
中
道
博
章
・

県
教
組
）

昨
年
初
め
て

あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
へ
お
じ
ゃ
ま
し

ま
し
た
。
今
年
も
ウ
ニ
の
シ
ー

ズ
ン
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
先

日
大
間
に
ウ
ニ
を
食
べ
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

大
間
原
発
を
見
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
だ
小
さ
い
の
で

何
を
考
え
た
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
良
い
機
会
が
持
て
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
笹
村
明
日

香
・
民
医
連
）

今
日
︵
５
／
５
︶
の

東
奥
日
報
の
記
事
で
夏
の
参
院

選
挙
に
つ
い
て
載
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
投
票
に
行
か

な
い
」
と
答
え
た
人
の
理
由
が

「
面
倒
だ
か
ら
」
が
34
％
で
ト

ッ
プ
で
し
た
。「
面
倒
？
」
考

え
ら
れ
な
い
で
す
。（
長
内
幸

子
・
建
交
労
家
族
）

　

残
業
代
が
ゼ
ロ

に
な
る
「
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
」
を
柱
と

す
る
労
働
基
準
法

改
悪
法
案
が
昨
年

の
国
会
に
上
程
さ

れ
、
一
度
も
審
議

さ
れ
ず
に
継
続
審

議
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
国
会
で
も

審
議
は
見
送
ら

れ
、
参
議
院
選

挙
後
の
国
会
に

送
ら
れ
る
見
込

え
ば
解
雇
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
不
当
解
雇

の
や
り
放
題
と
な
り
、
雇
用
の

安
定
は
望
め
ま
せ
ん
。

講演する唐鎌直義・立命館大学教授

労働法制改悪反対の街宣

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
７
月
15
日

●
発
表
＝
８
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

307
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
…
の

王
様
」

④
女
性
に
聞
く
の
は
失
礼
？

⑦
ビ
ー
ル
や
野
菜
を
入
れ
ま
す

⑨
ヤ
ボ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑩
ガ
ン
ボ
・
ス
ー
プ
に
必
須
の

野
菜

⑪
お
や
つ
の
時
刻
？

⑫
民
進
…
。
共
産
…
。

⑬
ア
フ
リ
カ
の
大
河

⑮
迷
い
や
す
い
道

⑯
縄
文
…
。
弥
生
…
。

⑰
東
京
名
所
。
…
ツ
リ
ー
。

⑲
市
街
の
並
木
。
…
…
樹

㉑
損
し
て
取
る
も
の

㉒
大
学
で
行
う
演
習

㉔
退
く
こ
と
。
現
役
…
。

㉕
自
分
…
…
の
考
え
。
興
味

…
…
の
体
験

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
つ
ゆ
の
…
間
に
洗
濯

②
日
本
最
大
の
…
イ
カ

③
森
田
芳
光
監
督
の
代
表
作

『
…
…
ゲ
ー
ム
』

④
…
舌
。
…
背
。

⑤
故
プ
リ
ン
ス
の
代
表
曲

『
パ
ー
プ
ル
…
…
』

⑥
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
人

⑧
当
た
る
も
八
卦

⑪
ヒ
ツ
ジ
と
ト
リ
の
間

⑫
『
戦
争
と
平
和
』
の
作
者

⑭
ツ
ル
な
ど
を
折
り
ま
す

⑮
先
見
の
…
が
あ
る

⑯
将
来
は
宅
配
に
も
利
用
？

⑱
そ
の
家
の
信
条
・
戒
め

⑳
新
潟
―
秋
田
間
を
走
る
特

急
列
車
…
…
号

㉒
相
続
…
。
消
費
…
。

㉓
…
は
友
を
呼
ぶ

第
305
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
シ
ン
キ
ロ
ウ

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

加
福
重
治
（
年
金
者
組
合
）

阿
部
芳
貴
（
ひ
ま
わ
り
労
組
）

中
道
博
章
（
県
教
組
）

蛯
沢
広
美(

高
教
組)

内
山
宏
（
つ
が
る
広
域
連
合
）

全
国
一
律
の
時
給
1000
円
を

― 
北
海
道
・
東
北
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン 

―

に
基
づ
く
時
給
１
０
０
０
円
の

実
現
を
求
め
ま
し
た
。

　

青
森
県
の
人
口
は
、
毎
年
減

少
を
続
け
130
万
人
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
が
、
県
外
へ
の
転
出

が
９
千
人
余
と
転
入
を
大
き
く

み
で
す
。
導
入
当
初
は
年
収

１
０
７
５
万
円
以
上
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
財
界
は
年
収

400
万
円
ま
で
引
き
下
げ
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
塩
崎
厚
労
大
臣

は
「
小
さ
く
生
ん
で
大
き
く
育

て
る
」
と
財
界
の
朝
食
会
で
あ

い
さ
つ
し
て
い
ま
す
。
残
業
し

て
も
残
業
代
を
払
わ
な
い
こ
と

が
、
法
律
で
認
め
ら
れ
る
な
ん

て
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
「
解
雇
の
金
銭
解
決
制

度
」
の
法
案
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
裁
判
で
「
解
雇

無
効
」
と
な
っ
て
も
お
金
を
払

上
回
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金
の

低
さ
が
そ
の
一
因
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
さ
く
ら

野
デ
パ
ー
ト
前
で
街
頭
宣
伝
・

署
名
行
動
を
行
い
、
「
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
い
て
も
、
税
金
や
社

会
保
険
料
を
差
し
引
く
と
手
取

り
８
万
円
程
度
に
し
か
な
ら
な

い
、
最
低
賃
金
695
円
で
は
生
活

で
き
な
い
」
な
ど
と
訴
え
ま
し

た
。

　

今
年
の
２
月
17
日
、
最
高
裁

判
所
小
法
廷
は
青
森
生
存
権
裁

判
の
上
告
を
棄
却
・
不
受
理

と
す
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
、
老
齢
加
算
廃

止
・
母
子
加
算
廃
止
の
取
り
消

し
を
求
め
て
青
森
地
裁
に
提
訴

し
ま
し
た
。
青
森
地
裁
・
仙
台

高
裁
の
敗
訴
を
受
け
て
、
最
高

裁
に
上
告
し
て
い
た
も
の
で

す
。
最
高
裁
の
棄
却
・
不
受
理

を
受
け
て
青
森
生
存
権
裁
判
は

終
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

5
月
28
日
、
第
10
回
青
森
生

存
権
裁
判
を
支
援
す
る
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
５
名

の
原
告
団
も
参
加
、
参
加
者
か

ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
か
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
総
会
は
、
支

援
す
る
会
の
解
散
と
「
生
活
保

護
基
準
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
」

（
青
森
県
5
人
の
原
告
団
）
を

支
援
す
る
会
を
後
日
結
成
す
る

こ
と
を
を
確
認
し
ま
し
た
。


